 　　
　　　　　　　　　　　長安口ダム、水崎廻り
50那賀川上流域　　　　大轟の滝、大釜の滝
　　　　　　　　　　　高の瀬峡

　那賀川の上流、那賀町の上那賀地区、木沢地区、木頭地区で、長安口ダムから高知県境に至る地域。
　長安口ダムは上那賀地区に所在し、高さ八十五・五メートルの重力式コンクリートダムで、利水容量四千八百万立方メートルと県内最大規模となっている。徳島駅から徳島バス川口営業所で南部バスに乗り換え、所用時間約二時間十分。ダム湖畔には資料館としてビーバー館が設けられ、ダムの構造、役割などについて学ぶことができる。
水崎廻りとは長安口ダムの下流、水崎地区に住人が昔八十八か所各寺院の土を持ち帰り、各寺院の本尊の仏像を作成し、町道沿い約七キロメートルに八十八か所を開設したもので、四国八十八か所巡礼のミニチュア版である。水崎廻りは法大師の忌日の正御影供（旧暦三月二十一日）には沢山の人がお参りに集まり、地元の人々によるお接待を楽しむことができる。
大轟の滝、大釜の滝は木沢地区の滝で、国道百九十三号線沿いに存在、車利用での吟行となる。大轟の滝は「とくしま八十八景」、大釜の滝は「日本の滝百選」に選ばれている。大轟の滝は落差約二十メートルを豊富な水量で三段になって大きな滝壺に流れ落ちる。大釜の滝は大轟の滝の北二・六キロメートル、車で五分の距離にある。沢谷橋から釜ヶ谷渓谷を上流へ上る。大釜の滝は落差約二十メートル、淵の深さ約十五メートル、両岸は百メートルを超える岸壁をなしており、迫力のある景観を見せている。道路から滝壺へ降りる階段があり、迫力のある姿を目の前で楽しむことができる。両者とも新緑から紅葉の時期までその景観を楽しむことができる。
高の瀬峡は木頭地区に所在する渓谷で、剣山国定公園に指定され、徳島県観光百選第一位にも選ばれている。特に紅葉の季節の美しさは四国随一といわれ、渓谷美とV字の絶壁を埋める紅葉は、県外からも多くの観光客を集めている。対岸の岸壁は「日照磯」と呼ばれ、高の瀬峡に住み着いた平家の落人といわれる住人たちは、「日照磯」を観察することによって天候を予想したとそうだ。雨が降る前には黒くなり、晴れるときには白くなるそうだ。
（新井義典）
																										




	
